
 

 今年度も下記の要領で、グローバル・ミーティングを実施することができました。 

グループセッションでは会話が弾み、もっともっと日本のことについて紹介したり、ＡＬＴの先生方の

出身地の文化について学びたかったです。先生方とお別れするのが名残り惜しかったです。 

 

１ 日時 平成 30年 1月 26 日（金）9:00～12:30（１～４校時） 

２ 場所 本校 図書室 

３ 対象生徒 グローバル・コミュ二ケーション・コース１年生（40 名） 

４ 講師 

Ellen Blinco オーストラリア 県立多可高校 ALT 

Ishmael Ho トリニダード・トバゴ 県立福崎高校 ALT 

Vilin Phintkittikhun オーストラリア（タイ） 県立相生高校 ALT 

Lo Qi Lin  シンガポール 県立龍野北高校 ALT 

Geoffrey Dugwyler アメリカ合衆国 県立姫路工業高校 ALT 

Eva Myotin-Grant イギリス(ブラジル) 県立西脇高校 ALT 

Anna Ayvazyan オーストラリア（アルメニア） 本校 ALT 

Thomas McGrath イギリス 本校 ALT 

 
５ 当日の日程 

8:50 講師到着 
    9:10 第Ⅰ部 全体会 
   10:45 休憩 

  10:50 第Ⅱ部 グループセッション（ローテーション①②③・各 12～13 分） 
   11:25 休憩 

  11:30 第Ⅲ部 グループセッション（ローテーション①②③・各 15分） 
   12:20 生徒代表挨拶 
   12:30 終了 
 
６ 内容 
  (1)第Ⅰ部 全体会 

・講師によるプレゼンテーション（各 15 分×６人） 
    （簡単な自己紹介、出身地の文化・自然などの紹介、日本の印象や文化の違いなど。） 
 
   
     

 
(2)第Ⅱ部 グループセッション（８班（各生徒４･５人）＋講師１人） 
・講師の国について事前に準備しておいた質問をする。 
（各 12 分×３回） 

 
 
 
 
 
(3)第Ⅲ部 グループセッション（８班（各生徒４･５人）＋講師１人） 
・各グループによる日本について（文化・言語･食べ物など）のプレゼンテーション。 
・講師を交えて質疑応答。 
（各 15 分×３回） 

ALT の先生方のプレゼンテーションはとてもおもしろか

った！もっと外国のことについて知りたくなった

Eye contact is important for good communication.  Don’t be shy! 

 
準備は大変だったけど、自分の班のプレゼンテーションがうまくいった

時はうれしかった。 

 


